
パーソナル・コンビュータのベーシック(5)

小林竜

今回はHP-85 (横河ヒューレットパッカード社)と

ベーシックマスター/レベル 3 (日立製作所)のベーシッ

クの特長をご紹介する.

9. HP-85べーシ'"ク

HP-85はCRTディスプレーとプリンターを内蔵し

て，グラブイツグ機能をもった卓上電卓である.本機は

アメリカ圏内規格を超えた拡張ベーシックが使われてい

る.

まず変数名の命名法は標準のものと同一である.計算

精度は REAL (全精度) 12桁， SHORT (半精度) 5 

桁， INTEGER(整数精度)整数の 5 桁という 3 種類が

あり，変数名に対してこのどの型かを型宣言して決める

(後述).

コマンドとしては AUTO， CONT, DELETE , INｭ

IT , LOAD , REN , RUN , SCRATCH, STORE , 

UNSECURE (以上プログラム中に使用不可)， CAT , 

COPY , CT APE , ERASET APE , FLIP, LIST , 

PLIST , PRINT L-JALL , REWIND , SECURE (以

kプログラム中にも書ける)がある.詳細は略すが，こ

れらによりプログラム作成作業が便利に行なえる.

DISP文によって CRT ディスプレーに表示ができる.

例を以下に示す.

20 DISP “THEL-JAVERAGEL-JOFL-JTHE勺 N

もちろん PRINT文が別にあり，プリンターへの出力

を行なう.また， BEEP 文がある.

10 BEEP (2 Kヘルツ， 100m秒の音)

20 BEEP 114, 220 (440Hzの音を0.5秒間発す

る)

(注) 周波数fの音を出すとき613062.5/(11 xf) ー

134/11 とすると BEEP 文の第 1 パラメータが

求まる.また BEEP 文の第 2 パラメータは時

間を t とし t x 613062/ ( 11 x (第 1 パラメータ)
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+134) として計算する.

@を使うと実際の l 行に多数行の論理行を書くことが

できる.たとえば以下の通りである.

90 A=B+C @ D=B-C @ P=A * C 
PAUSE文があり，この文にくると計算機は一時停止

をする. 次のステップに進ませるには CONTI コマン

ドを KBから入力してやればよい. WAIT 文がある.

WAIT 3000とすると 3000 ミリ秒まってから次のステー

トメントを実行する. IF THEN 文においては THEN

のあとに行番号のみでなく，他の実行可能なステートメ

ントも書ける. IF THEN ELSE 文が使用でき，構造

化プログラミングに便利である. ONL-JGOTO文が使え

る. FORL-JNEXT ループの重なりは 255重まで許され

る. OPTIONL-JBASEL-J 1 文があり， これを使用する

と配列の添字の動く範囲の下限を l にすることができ

る.これはプログラムの中で 1 回だけ宣言でき， これを

宣言すると，すべての配列の添字は 1 からその宣言した

上限値までの範囲の値をとるとされる.精度の宣言文と

して以下のものがある.

INTEGER A , B, C (10) 

SHORT P (20, 25) , P 1, P2 

REAL X5, D (4, 4) 
これでA， B , C (10) は整数で 5 桁， P (20, 25) , 

PI , P2 は実数型で有効桁数 5 桁， X5 , D(4， 4) は実

数型で有効桁数 12桁となる.なお，文字列変数(たとえ

ばE$， E3 事 (2 ， 4) など)は入れられる文字の数は普通

は 18文字までである.宣書すれば(後出)変えられる.

COM 文があって， CHAIN 文(後出)でつなぐ他の

プログラムと共用する変数名を宣言することができる.

25 COM A , B (4, 3) , C事 [5J ， D, INTEGER 

E , F事 [24J ， G , SHORT H (5) , J 

この COM 文の直後の変数はすべて倍精度つまり RE

AL宣言されたと同じと見なされる. A , B(4, 3) , Dは

有効数字 12桁の実数型である.そして E ， Gは整数型と

なり H(5) ， J は有効数字 5 桁の実数型となる.
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文字列を入れる変数の大きさはDIM文で宣言する. 割込みをかけ，所要のプログラムに飛んでいくことがで

10 D 1M A事 [15J ， H事 [100J きる. OFFL....JTIMER神文もある.

こうすると A$ は 15文字H$ は 100文字を入れることが 入出力書式制御はフォートランの欄記述子 nX やコポ

できる.この宣言をしないと 18文字しか入れられない. ノレのピクチャーに似た方法で印刷の書式を指定すること

また，副文字列という概念と記号法(下記)があって文 もできる.その詳細は述べないが，ひとつの例を示して

字列の一部を取り出すことができる.たとえば， おく.

A$ の中に“AL....JSTRINGL....JOFL....J25L....JCHARACT 450 PRINT USING 460 

ERS" が入っているとき A$ [15J とすると 15番目以降 460lMAGE “COSTぺ 3ん“DISCOUNT"

の文字ということで“CHARACTERS" を意味し， A$ ただしここで 3/は///を示し， /は改行の意味である.

[13， 14J と書くと， 13番目の文字から 14番目の文字まで 上の 2行が実行されると，

という意味で“25" を表わす.また，これらを使って以 COST 

下のようなことができる.たとえば，

W$= “ C." 

W$ [5J= “JACKSON" DISCOUNT 

とすると w事の中には

字列が入つてしまう. カートリッジテープにプログラムもデータも名前(フ

文字列(ストリング)をあっかう関数として LEN， ァイル名)をつけてしまうことができる.そのとき 1 番

VAL, CHR$ があり，この意味は既出( 3 月号)であ ~ω番と番号をつけた10個のバッファーメモリーが使用

る. HP-85にはこの他に POS， V AL$, NUM , UPC事 されそのどのバッファーメモリーをどのファイルに割り

という文字列関数がある. POS( “ ABC 12ぺ“ 12勺とす つけるかを指示する文として ASSIGN文(これはファイ

ると文字列“ABC 12" の中に副文字列“12" が含まれ ルをオープンする命令である)がある.またこれに対応

ているとして何番目か? を求めてくれる.この場合 4 してファイルを閉じる文もある.その他ファイルを書く

という値になる. 文，ファイノレを読む文などが用意されている. CHAIN 

VA L$は関数VALの逆で，数値を文字列に変換す 文もあるので長いプログラムを短く切ってテープに入れ

る.たとえばW事=VA L$何事 8) とすると W$ の中に ておき，次々と読み出してコントロールを次のプログラ

文字列“32" が入る. NUMは文字列の最初の文字をと ムに移すこともできる.

り出してこれに対応するコードを 10進数で表わしたもの HP-85ベーシックの便利さは以下に示すグラフィ γ

に変換する.たとえばNUM(“事^&")は36 となるが， ク機能によく表われている.たとえばグラフに目盛りを

これは事の 10進数のコードが36とし寸意味である. UPC 入れるには，たとえば以下のようにする.

事は小文字を大文字に変換する. UPC( “SOMEthing") SCALE -5, 55，一九 40

は“SOMETHING" を表わす. HP-85 ベーシックの これで s 軸は-5 から 55 までの目盛りで g 軸は-5 か

1 つの特長はユーザーが定義できる関数が必ずしも 1 行 ら40までの目盛りであることが示され，そのような座標

で書けるものに限定されないことである.このためにFN 軸がグラフがグラフィッグ・ディスプレーの中に画かれ

L....JEND 文が用意されている.フォートランの外部関数 る.また，たとえば原点を中心とする半径 1 の円を画く

と同じように関数が定義できる ([1 7] 9-3 頁). プログラムは以下のようになる.

ONL....JGOSUB文がある .ONL....JKEY柑・・GOTO 文が 40 MOVE 1, 0 

あって，この文をプログラムの最初のところに宣言して 50 FOR A=O TO 360 STEP 15 

おくと，指定されたKEYを押すと割込みがおこって(何 60 DRAW COS(A) , SIN(A) 

の計算をしていても，その仕事を中断して) GOTO文の 70 NEXT A 

指示する文へ飛んでいってその文から始まる計算(仕事) このプログラムの第 1 行はベンを座標で表わして (0 ，

に入る.ほぼ同じ働きの ONL....JKEy#…GOSUB文があ 1)の点へもってゆく意味をもち， DRAW X ， Y は現在

り，これはサブルーチンにジャンプし，そのサブルーチ ベンのある点から (X ， Y) 点へ直線をゆく命令であるこ

ンの仕事が終れば元にもどる.ONL....JKEY神文を取消す とを理解すればよい.要するにベンをもって図を書くイ

文として OFFL....JKEY枠文がある.また KEY の代わり メージでプログラムを書くことができる.また， COPY 

にタイマーに関する命令 ONL....JTlMER非…GOTO 文， と書けばそれがプリントアウトされる.詳細の文の説明

ONL....JTlMER非…GOSUB文があり，好きな時間間隔で は省略する.
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あとデパックとエラー修正用のコマンドなど便利な機

能がついている.

10. べーシ‘Y クマスター/レベル 3 ・ぺーシ'"ク

このベーシック・インタープリータでは以下の数が扱

える.

i ) 整数 -32768( =215 ) から 32768まで

(10進数としても 8 進数としても 16進数としても

表わせる.)

ii) 単精度実数 有効数字 7 桁

iii) 倍精度実数 有効数字16桁

文字形(変数名前のうしろに事のついたもの)は最大

255 文字までを格納できる. 名前の長さは最大 255字ま

で許されるが，最初の 16文字と事がついていればそれで

識別を行なう.名前の後に%をつけると整数型の意味を

もっ.枠をつけると倍精度実数型を意味する.何もつか

ないか!がついていると単精度実数型を意味する.

演算に以下に示す 2 つが追加されている.

i) ￥ 整数の除算(被演算数を四捨五入して除算)

26.68￥6.99 (=27を 7 でわる)→3

ii) MOD 剰余(被演算数を四捨五入してから剰余

をとる) 26.68MOD6.99 (=27MOD 7)• 6 

関係演算子として NOT， AND , OR , XOR , IMP, 

EQVがある.これらは被演算数をすべて整数(16 ビット)

に変換して，ピットごとに演算を行なう.

文字列について演算子によって結合ができる.たとえ

ば， A$=“ABCヘ B事=“DEF" とすると PRINT A事

+B事は PRINT “ABCDEF" と同じである.

なお，これはベーシックとは別のプログラムであるが

テキスト・エディタが用意され，ベーシックに入力する

まえにスクリーン上で誤りを直すことができる.専用の

キーも用意され， カーソノレを自由に動かせる.また，各

種の入出力装置に対してパッファーが用意され，このバ

ッファーに対してファイル番号(チャンネル番号)が与

えられる. CRTは高解像度のカラー・グラフィックも

可能で，平仮名の表示もできる.

AUTO( 自動的に行番号を作る)， CLEAR, CONT, 

DELET (行の消去)， EDIT (行を指定して画面へ呼出

す)， LIST , NEW , RENUM , RUN , TRON (トレ

ースモードに入れ)， TROFF( トレースモードから脱出)

というコマンドヵ:ある.

文としては， DEF INT /SNG/DBL/STR 文があっ

て，それぞれ整数型，単精度，倍精度，文字型の宣言が

できる. DEFUSR 文があって，ユーザーが機械語で書

いたプログラム(最大 10個まで)の入口を指定すること

ができる. ERROR文があってユーザーが模擬的にエラ
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ーをおこさせることができこれを使って面白いプログラ

ムが書ける. IF THEN 文の THEN のあとに文も書

ける.また IF GOTO 文もある. ELSE 文が使える.

INPUTL....JWAIT文があり，指定した待ち時間だけ入力

を待つことができる. LINEL....JINPUT 文があり， KB 

から 1 行 (255文字)の文字列の読込みを行なう ONI-J

ERRORL....JGOTO 文がある. ONL..jGOTO 文， ONL..j 

GOSUB文がある .POKE文がある. PRINT ,-,USING 

文がある. これは HP-85 とは少し違った約束で動く

が， ほぽ同じ機能をもっ. REMは'で代用できる.

RESUME文(エラー処理プログラムからの復帰)があ

る. SWAP 文( 2 つの変数の値の交換)がある. CLOSE 

文(ファイルを閉じる)， INPUT枠文(ファイルからの

入力)， LINEL..jINPUT非文(ファイルからの 1 行分の

文字列入力)， OPEN文(ファイルのオープン)， PRINT 

]神文(ファイルへの出力)という各種の入出力文があ

る.使用例を以下に書いてみる.

100PEN “0ヘ 1 ，“SCRN:"

90 PRINT 非 1 ， NAME$ 

番号 10の行は“0" が出力を示しがファイル番号

(CRTディスプレー)，“SCRN:" がファイルディスク

リプタを示す. 90番の行で NAME$ の内容を CRT

(SCREEN) に表示する.

グラフィック命令としてはCLS (ディスプレーの消

去)， COLOR (画面の色の指定)， CONSOLE (スグロ

ールウインドウの指定)， LINE(指定された2点聞に線分

を引<)， LOCATE (カーソルの位置と機能の指定)，

PAINT (指定領域の塗りつぶし)， PSET (色のついた

点を l つ画く)， PRESET(点を 1 つ除く)， SCREEEN 

(解像度の指定と画面用メモリーの指定)， WIDTH (1 

行あたりの文字表示数の指定)などの文がある.カセッ

ト制御命令としては FILES文(カセットに集録されて

いるファイルの名前のカタログをディスプレーに示す)，

LOAD 文， LOADM (機械語プログラムをカセットか

らメモリーへ読み込む)， MERGE (メモリ上のプログ

ラムとカセット中のプログラムの結合)， MOTOR (カ

セット装置のモータ制御)， SAVE, SAVEM (機械語

のカセットへの収納)， SKIPF (指定したプログラムの

読み飛ばし)がある.また， RS232C(音響カプラなど

の入出力装置へのコネクター)の制御文として COM(n)

ON/OFF /STOP 文がある.ここで n はポート番号(ボ

ートとは入出力の回路のこと)である.また ONL..jCOM

(n)GOSUB 文があって，ポートからの割込み(外から

の信号があったこと)があったとき，割込処理プログラ
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290 (4:4:) 

ムに分岐する命令である.これ以外にも 2 ， 3 の文があ

るが袋臨書する.

まずこライトベン綴御用の文が 3 つある‘また内蔵する

クロック(特許)に関係のある文が 2 つあり，時刻の表

示や，測定ができる.それ以外 BEEP( ビーと鳴る)文

など 2 ， 3 の文が追加されている.また関数としてはA

SC(キャラクタ…コードを与える)， CDBL(倍精度)，

CINT (整数変換， 密捨五入)， CSNG (単精度化)，

CHR事， CSRIN (カーソノレの垂蓋位重量)， DATE (内講義

夕日ックの臼数)， EOF (エンドオブファイルを検出し

たときしそれ以下 0) ， ERR/ERL (品ラ一番号/品ヲ

一行番号)， FIX (数数部を与える)， FRE (未使潟メモ

リーのバイト)，日EX事{号 i数を16進数の文字列に変換)，

INKEY事(キ…ボードからの文字入カ)， INSTR (文字

列探索)， LEFT事， LEN , LOF(入力バッファー中の:文

字数)， MID私 OCT事( 8 進変換)， PEEK, PEN (ラ

イトベンの情報)， POINT(画面上の点の有無)， POS, 

RIGHT事， RND, SCREEN (画面情報)， SPACES 

{怨鳥文字列)， SPC(空白を底力)， STR事， STRING事，

TAB , TIME (内蔵クロックの秒出カ)， USR (機械語

プログラムの呼出し)， VAL, VARPTR(変数格納番地}

などがある‘

また機械議プログラムを書き動かすための文として

EXEC, MONの文があり参 システムをターミナノレモー

ド(電話回線を通じて大型コンピュータに接続する)に

するための文として TERM 文がある.

以上で日立のベーシックマスター/レベル 3 のベーシ

ックの機能の概略合終わる.

(5ß記) HP-85の療飯坂としてHP-83が発売され

ている.ベーシックに爵してはほとんど殉じとのことで

ある.
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